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裁判員経験者の意見交換会議事概要 

 

仙台地方裁判所 

 

日  時  令和２年２月１４日（金）午後２時２０分～午後４時３５分 

場  所  仙台地方裁判所第２会議室（６階） 

出席者等  司  会  者  大 川 隆 男（仙台地裁第１刑事部総括判事） 

裁  判  官  江 口 和  伸（仙台地裁第２刑事部総括判事） 

検  察  官  相 原 健 一（仙台地検検察官） 

弁  護  士  堀 井 実千生（仙台弁護士会所属） 

裁判員経験者  ６人（以下「１番」等と表記） 

報 道 機 関    ３人（朝日新聞社，河北新報社，読売新聞社） 

 

 

１．本意見交換会の趣旨説明等 

 

司会者 

ただいまから，裁判員経験者の意見交換会を始めます。本日の司会を務めます

仙台地方裁判所第１刑事部の大川と申します。どうぞ，よろしくお願いいたしま

す。 

裁判員制度は昨年５月２１日に制度施行から１０周年を迎えました。県民の

方々の高い意識と誠実な姿勢に支えられ，概ね順調に運営されております。この

間，当庁におきましても，実に１３００人を超える裁判員，補充裁判員の方々に

御参加いただきました。その中で，本日は，昨年に審理された裁判員裁判に参加

されました６名の裁判員経験者の方をお招きしております。 

皆様の裁判員裁判を経験されての様々な御意見や御感想は，今後の裁判員裁判

の運用をよりよいものとするための貴重な材料となります。我々法曹三者としま

しては，皆様の意見を真摯に受け止めて，共有し，今後の運用改善に生かしてい

きたいと考えております。また，皆様の御意見は，これから裁判員裁判に参加さ

れる方にとっても，とても参考となり，御参加いただくための力強い後押しにな

ると思われますので，率直な御意見，御感想をお聞かせいただきたいと考えてお

ります。 

本日の意見交換会の話題事項は大きく分けて３つございます。１つ目は審理の

分かりやすさ，２つ目は評議，判決についての感想や意見，３つ目は裁判員を務

める上での負担感についてです。 

 

２．自己紹介 
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司会者 

この意見交換会には，検察庁，弁護士会，裁判所から１名ずつ法曹関係者が参加

しております。まず，簡単に自己紹介をお願いします。 

相原検察官 

  仙台地方検察庁の検事相原と申します。所属は公判部でございます。検事にな

りまして，約２０年目です。本日御出席されている裁判員経験者の中では，５番

の方が参加された事件を担当しました。本日は，貴重な機会と思っております。

どうぞ，よろしくお願いいたします。 

堀井弁護士 

  仙台弁護士会の弁護士の堀井と申します。現住建造物等放火未遂の事件を担当

いたしました。私は，弁護士経験１０年目ですが，弁護人となる弁護士は，裁判

官や検察官と比べると，裁判員裁判を経験する数的には少ないと思われますので，

本日いただく裁判員経験者からの意見を参考に，今後の弁護活動に生かしていき

たいと思います。どうぞ，よろしくお願いいたします。 

江口裁判官 

仙台地方裁判所第２刑事部で部総括を務めております裁判官の江口です。今回

お越しいただきました１番から４番の方の裁判長を務めさせていただきました。

評議の際にも様々な御意見をいただき勉強になったと思っておりますが，本日も

また皆様の御意見をお聞かせいただければと思っております。どうぞ，よろしく

お願いいたします。 

司会者 

  それでは，まずは，本日御出席いただいた裁判員経験者の皆様が担当された事

件について，お一人ずつ，どのような点についてでも結構ですので，裁判員とな

られた御感想，印象をお話しいただければと思います。 

まず，１番の方ですが，昨年１月に行われた殺人未遂事件を担当されました。 

審理日数は６日間。被告人の殺意の有無が争点でした。公判では法医学者や被

害者の証人尋問，被告人質問が行われたと聞いております。 

以上のような事件でしたが，裁判員を経験された御感想，印象はいかがでしょ

うか。 

１番 

率直に，最初はびっくりしました。ただ，最終的にはやってよかったと思って

います。印象は，裁判所に来る機会はない方がいいんでしょうし，私も含めてそ

ういう方が多いので，入りにくいとか，どういうことを聞かれるんだろうとか，

男性の方も多いし，どんな感じなのかなというのはあったんですが，話しやすい

環境を作ってくれているのは非常に感じました。分からなくても大丈夫なんだと

いうのは，初日から明確に分かりました。分からなくて当然というところから入

っており，難しいことを求められているということではないんだと分かりました。

最初は書面で来るんで，なかなかそれが伝わることではなかったんですが，初日

にそこがほどけて，２日目から頑張ってみようかなという感じになりました。最

後には，やってよかったなというのが感想です。 
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司会者 

  ありがとうございました。次に，２番，３番の方ですが，昨年５月に審理され

ました現住建造物等放火未遂事件を担当されました。 

審理日数は１０日間。放火の故意，具体的には，被告人が自分の行為としては

灯油に引火した火が更に燃え広がる危険性のある行為であると認識していたか否

かが争点でした。公判では，放火先の関係者や被告人の姉，医師の尋問，被告人質

問が行われました。 

以上のような事件でしたが，裁判員を経験された御感想，印象はいかがでしょ

うか。 

２番 

最初に封書が来たときはびっくりしましたが，やると決まってからは，自分な

りの発言はできたかなと思っています。２週間，１０日の中で，確かに長かった

ので大変ではあったのですが，自分自身としていい経験ができたかなと思ってい

ます。 

司会者 

  ありがとうございます。それでは３番の方お願いいたします。 

３番 

  審理日数が１０日間で，１０日と聞くと長く感じるんですが，終わってしまえ

ば，あっという間だったし，今となっては貴重な経験だったと思っています。今

回の事件の被告人が，分かりません，とか，覚えていません，と言うのが多かっ

たので，すごく難しく感じて，それに基づいて考えていかなければならないとい

うのも大変でした。振り返ると，いい経験をさせてもらえたし，自分の周りでも

やったという人がいないので，本当に貴重な経験をさせてもらえたと思っていま

す。 

司会者 

次に４番の方ですが，昨年６月に行われた殺人未遂事件を担当されました。 

審理日数は７日間。被告人の殺意の有無が争点でした。公判では被害者の証人

尋問，被告人質問が行われました。 

以上のような事件でしたが，裁判員を経験された御感想，印象はいかがでしょ

うか。 

４番 

私は，裁判員制度には興味がありました。全く法律の知識がない人が裁判の場

に立ち会えるというのは，非常に画期的な制度だと思いました。一方で，選ばれ

ながら辞退する方が多いことも知っていました。もし，選ばれたら逃げずにやっ

てみようと考えていました。とはいえ，その先の被害者及び被告人の人生に大き

く関わることなので，選ばれたとき，予習しようと思い，図書館で裁判員裁判に

関するＤＶＤを借りて見ました。このＤＶＤのおかげで裁判の流れを知ることが

できました。また，参考になったのですが，古い映画で「十二人の怒れる男」とい

うのを見ました。裁判員裁判に臨むにあたり，自分の中で決めたことが二つあり，

一つは，先入観を持たずにそれぞれの話をしっかり聞くということ，二つ目は，
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固定観念にとらわれずに多面的に物事を見て考え，自分の意見を出すことです。

最初は，非常に緊張しましたが，裁判長を始め裁判官が驚くほど親切丁寧に接し

ていただき，すぐに緊張が解け，思いのままに意見を出すことができたと思いま

す。私が関わった事件は，冒頭陳述から争点が余りないような気がしました。た

だ，殺意という点について，最初から最後まで非常に悩みました。実際に裁判が

始まり，もやもやした気持ちからのスタートでしたが，評議を重ねる中でそのも

やもやした気持ちが少しずつ事実が見えてくるように感じました。裁判は，単に

刑を決めて終わりということではなく，なぜこのような事件が起きたのか背景を

深く知ること，また，被告人，被害者の人生を知る場でもあると感じました。判

決の際に，裁判長から被告人への一言を聞きながら，どうか二度と同じような事

件を起こさずに更生してほしいと願いました。その後，あおり運転の厳罰化が報

道され，安堵しました。裁判員を経験して，より社会のニュースに関心を持ち，

自分ながらの視点で考えるようになりました。 

司会者 

次に，５番の方ですが，昨年７月に審理されました保護責任者遺棄致死傷事件

を担当されました。 

審理日数は６日間。事実関係に争いはなく，量刑が争点でした。公判では，被告

人の父親の証人尋問，被告人質問が行われました。 

以上のような事件でしたが，裁判員を経験された御感想，印象はいかがでしょ

うか。 

５番 

私は，今回経験して本当によかったと思っています。その理由は，日常生活の

中ではない，裁判というものに携われたということが貴重だったと思います。事

件の内容からして，社会的な支援の制度がどうなっているのかというのを自分で

調べてみたり，現在携わっている仕事を通してこの種の犯罪を防止するためには

自分に何ができるのかなと考えてみたり，自分の中で何か変化が起こったような

気がします。被告人のことを考えているように思えているんだけれども，時間が

経ってみると，自分が生きている過程で何を大切に生きてきたのかと再認識させ

られる機会にもなったと思いました。また，初めて会った方とこんな重い内容の

話をするのはどうなるんだろうとどきどきしていましたが，そんな不安は初日か

ら吹っ飛び和やかな雰囲気の中で議論することができたと思います。他の裁判員

の方もそうでしたが，事件を担当された３人の裁判官の人柄や雰囲気作りのよさ

とか，お互いの関係性がいいんだろうなと，そのようなことも感じることができ

ました。 

司会者 

次に，６番の方ですが，昨年７月に審理されました麻薬特例法違反，覚せい剤

取締法違反，麻薬及び向精神薬取締法違反，大麻取締法違反事件を担当されまし

た。 

審理日数は５日間。量刑が争点でした。公判では，被告人の父親の証人尋問，被

告人質問が行われました。 
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以上のような事件でしたが，裁判員を経験された御感想，印象はいかがでしょ

うか。 

６番 

私は，４０年ほど前ですが，大学で法学部に所属しており，そのころから裁判

を２回ほど傍聴したことがあり，裁判員裁判には是非参加してみたいと思ってい

ました。実際に，最高裁から封書が来たときには，最初は，なんかやらかしたか

なと思ったのですが，中を開けてみると，裁判員制度の説明書が入っていて安心

しました。今回，裁判員裁判に参加してみて，今の裁判の裏側を見ることができ

たかと思います。当時は，まだ傍聴人としてしか参加できなかったので，過去の

記憶と合わせて，この歳になって改めて勉強させてもらえたと感じています。仮

に私みたいに法律を勉強していなくても，裁判官からうまく導いていただいたと

いうのが私の感想です。一般の方もこれから余り臆することなく参加できる制度

だと思いました。 

 

３．審理の分かりやすさについて 

 

司会者 

ありがとうございました。それでは，本日の一つ目の話題事項である，審理の

分かりやすさについて意見交換したいと思います。 

法廷が始まりますと，双方が冒頭陳述をして，証拠を出す，更に証人尋問や被

告人質問をして，その後にまとめの論告や弁論があるという流れで審理が進んで

いきます。それで，分かりやすかったかと，特に争点が殺意の有無とか，放火で燃

え広がる危険性があることが分かっていたかとか，争点があらかじめ設定されて

いましたが，実際，法廷で見た，聞いた審理が分かりやすいものであったかとい

うことについて率直な意見をいただければと思います。 

１番さんの場合では，殺意，背中を刺したというのが殺意があった，危険な行

為であったかというところが争われていましたが，審理を通じて，それが分かっ

たかについて，率直な意見をいただければと思います。 

１番 

分かったかなと思ってやっていました。本当に難しい審議があった印象があり

ます。殺意というのが普段あるようでないんだろうなというところが論点なので，

その人の感情や背景をどういうふうに見ていくのかということが重要だとは思う

のですが，感情が入るとおかしくなるだろう，でも感情を入れないと話にならな

い，でも，量刑を決めるとき，意見は感情なので，色々な意見が出ました。感情を

入れないでと言われても入ってしまうと言う人もいて，それも分かることで。そ

ういう難しさはありましたが，裁判官も一緒に難しいよねと悩んでくれたのが印

象的でした。寄り添ってくれる形なので，分かりやすいかと言われれば分かりや

すいです。言葉とか漢字とか普段ではあまり接点がないものが多くありますが，

それを一つ一つ分かりやすい言葉で説明してもらえるので，また，聞きやすい環
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境を作ってもらえていたのはすごく感じました。こんなことを聞いてはいけない

かなと思うことも聞くことができました。分かりやすいイコール聞きやすい，聞

くことができたから分かることができたのが，率直に毎日ありました。最初から

何か分かっていないとできないものではないというのが一番です。やりたくない

と思っている人は，分からない，自分にはできないと思っていると思うのですが，

分からなくていいんだというところからスタートできているのが一番分かりやす

い答えだと思います。そういった意味で，皆さんやってよかったという印象につ

ながったと思います。 

司会者 

ありがとうございます。確かに殺意というと漢字二文字ですが，殺すつもりが

あったかというと難しい問題ですが，評議の中で議論をしていくうちに難しい話

が分かり，意見がまとまっていくということになると思います。法廷で検察官，

弁護人が活動をして，裁判員に自分が証明したいこと，または反論したいことを

示していくことになりますが，その点が分かりやすかったかどうかという観点で

はどうですか。 

１番 

  言っていることもお互いの立場の意見も難しい言葉は飛び交っていましたが，

分かりました。その辺は，耳に入れて考える要素として聞き入れているという状

態でした。内容は難しかったですが，その前に大体のことを皆で話し合いをした

後なので，聞き入れる態勢はできた状態で聞くことができたと思います。 

司会者 

ありがとうございます。では，４番さんはいかがですか。 

４番 

審理のときに，あらかじめ検察官，弁護人から資料の提供がありましたが，裁

判員に理解できるようにとの配慮がされていると感じられました。分かりやすい

言葉とポイント，ポイントの補足説明，配色についても気遣いがされて，分かり

やすかったと思います。具体的な数字での表現も多くあり，理解を深めることが

できました。また，私が関わった事件では，写真や動画での説明もあり，その当

時の状況を思い浮かべることができました。検察官の話し方がゆっくりはっきり

で聞きやすく，毅然とした印象でした。弁護人は，たまたまかも知れませんが，

少し早口で，まくしたてる感があり，一部聞きづらい点がありました。 

司会者 

被告人が何を考えていたかが争いになるといった２番さん，３番さんの放火の

事件も共通だったと思うのですが，放火の事件は，被告人が何を思っていたかに

加えて，被告人が抱える精神的な状況，病気やＩＱの関係も問題となったという

ことで，専門家の尋問もあったということで，まさに専門家が入ってくると審理

がいよいよ難しくなるという印象もありますが，そのあたりも含めて審理が分か

りやすかったとか，こういうところがもうちょっとこうなっていればよかったな

どがありましたら御指摘いただければと思います。それでは２番さんどうでしょ

う。 
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２番 

私が関わった事件では，検察官の説明っていうのがすごいはきはきしていて，

資料もとても分かりやすく作っていただいたので，とても分かりやすかったんで

す。ただ，弁護士さんの方は，私も４番さんと同じなんですけど，若干声が小さ

くて，私，一番端に，一番遠い所にいたからかも知れないんですけど，若干ちょ

っと声が小さくて，ちょっと聞き取りにくかったです。 

司会者 

例えば，お医者さんの話とかはいかがでしょう。 

２番 

お医者さんが出て来てくれたときには，やっぱり専門家の話っていうのが一番

分かりやすく，すっと今までのもやもやした感じのものが解けていく感じがした

ので，やっぱり専門家の話は聞けて良かったです。 

司会 

  ３番さん，何か付け加えられることはありますでしょうか。 

３番 

  全体的には分かりやすかったと思います。資料もそうですし。あと，最初，思

い込みなんですけど，裁判というだけで専門用語が飛び交うのかなと思っていた

んですけど，そんな心配はなく，自分なりには理解できていたと思います。最初

に申し上げたんですけど，被告人の発言が，分かりませんという言葉が多かった

ので，証人の，そのお医者さんの意見というのがとても貴重で，それがなかった

ら，何を頼ってというか，どういうふうに考えていけばいいか分からなかったと

思うんですね。だから，証人の意見というのは本当に貴重だったと思いますし，

証人がお医者さんを入れて３名いらっしゃったのですが，そういう発言なども分

かりやすかったという印象です。 

司会者 

  専門家を証人で呼ぶと，かえって専門用語が飛び交って難しいという悩みを抱

えるんですが，２番さん，３番さんが御担当された事件での専門家は非常に分か

りやすい説明をしてくださったということでしょうか。 

３番 

  そうですね，初めて聞く言葉もあったんですけど，なるほどということもあり

ましたし，そういうことがあるんだなということもありましたし，専門家の証言

がとても印象強かったです。 

司会者 

  分かりやすく解説されたと，こういうことなんですね。 

３番 

  ただそのお医者さんの声の調子が悪かったので，それだけですね。 

司会者 

なるほど。 

３番 

内容的には大丈夫だったと思います。 
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司会者 

  ６番さんの事件は，争いは量刑だけではありましたが，麻薬の密売というある

意味極めて非日常的な世界の物語だったところがあるんですけど，この辺は審理

の分かりやすさといったところではどうだったでしょうか。 

６番 

  今，司会者の話にありましたように，量刑だけの判断なんですが，その判断を

どうするかという，境目のところですよね。裁判の最中，検察官とか弁護人の話

をそれぞれ聞きますが，量刑だけの判断でいいとなると，検察官は当然刑罰を，

こういう言い方をするとあれなのかも知れないですけど，より厳しく，弁護人は

できるだけ刑を軽くする，これは昔からずっとそうだと思うんですが，裁判員裁

判が始まる前から。その中で，我々の場合は両者からいただいた資料が非常に整

理されていたものだったので，量刑だけの判断をするときに，データベースも示

していただいたので，そんなに難しくないし，ここがある意味落としどころとい

ったらおかしいですけど。そもそも刑罰というのが，被告人の更生を図るための

ものだと思いますので，自分たちが判断するところで，この刑期でこの被告人は

ちゃんと更生するんだろうか，あるいは余りにも軽くしたらこんなもんで済むの

かなというその辺の判断がちょっと個人的には悩んだところです。 

司会者 

  量刑を決めていく最後のところは皆さんのいろんな思いがあって評議をしてい

くということになるかと思いますが，この事件，先ほども申し上げましたとおり，

非常に薬物がいろんな種類が出てきて，しかもネットでの取引なので，ネット絡

みの耳慣れないような言葉も飛び交った事件でしたが，その辺は審理で理解でき

ましたでしょうか。 

６番 

  そうですね，薬物の名前までは，本当に初めて聞くようなカタカナの名前だっ

たりで分からないですけど，ネット，ＳＮＳに関しては，私も当然今はスマホで

ラインとかも使いますし，会社でもパソコンいじってやっていますので，これは

確かに今ニュースとかで，ＳＮＳで例えば誹謗中傷とか，炎上とかいうのを聞き

ますので，それを例えばラインを使えば，グループラインであれば複数の人間と

やり取りできますけど，個人的なラインだったら特定の相手にしか連絡つかない

んで，その辺ちょっとやはり今のネット社会は怖い部分もあるなという気はしま

した。 

司会者 

  ありがとうございます。５番さんの事件につきましては，いろいろと背景事情

について，そこから主張があったという事案でありましたが，この事案について

は審理の分かりやすさという観点からはいかがでしたでしょうか。 

５番 

  分かりやすいか分かりにくいかと言ったら，分かりやすかったなと思いました。

あらかじめ事件の内容を知って，法廷で弁護人，検察官のお話を聞いたので，こ

の部分を気を付けて聞いてみようというような目的を持つことができました。た
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だ，今後のことということでお話しをすれば，早口だったかなと思います。初め

て聞く言葉もあったので，今は何と言ったんだろうというのを，隣に座っていら

した方と時々確認する場面が私たちにはありました。ただ，それを補完するもの

としてＡ３とＡ４サイズの資料を出していただいたので，それを見ながら，ああ

こういうことなのねと理解することもできましたので，そういう点では分かりや

すかったと思っています。 

司会者 

  ありがとうございます。審理について，皆さん温かいというか，肯定的な御意

見をいただき，一方で，やはり，私も非常に早口な人間なので，耳が痛いという

か，気を付けなければと思ったところですが，せっかくの機会ですので，いくつ

か早口であるとか声が小さい，あるいは証人によっては声がかすれたという音声

的なところもありましたが，ほかに何かもうちょっとこうやると審理がよくなる

んじゃないかとか，何らかの工夫により審理が法廷で検察官，弁護人の活動が分

かりやすくなるために，こんな方策はどうでしょうという，そんな御提案があり

ましたら，率直に御指摘いただけると今後の参考になるかなと思っているところ

ですが，こういうのがあったらなおよかったなというのはありますでしょうか。

先ほど４番さんのお話でも写真や動画があったり，具体的な数字があったりした

ことが分かりやすかったという御指摘でしたが，こういうビジュアルなものが分

かりやすいということになりますかね。 

４番 

  そうですね，やっぱり百聞は一見にしかずではないですが，画像あるいは動画

の提供は非常に分かりやすいかなと感じました。 

司会者 

  他には何かございますでしょうか。専門家と言えば，２番さん，３番さんの事

件だけではなく，１番さんの事件でも法医学の方がいらしたということですが，

法医学者の証人尋問というのはどうだったですか。 

１番 

  分かりやすいかどうかはちょっと微妙ですかね。分かるほどの長い時間ではな

いので。しゃべっているときにぽんと質問できるわけではないので，通過してし

まう言葉とかもいっぱいあるので。傷とか深さ，あと人間の深さイコール体のど

こまで刺さっていって，内臓がどういうところにあって，そこには死に至る危険

性があるかないかのお医者さんからの専門的な話を聞いたので，分からなくはな

いですけれども。ただ，今回の裁判に関しては，それがあったら何かが変わるか

というのともちょっと違っていたので，刺した傷はこうですよという説明でしか

ないと言ったら失礼なんですけども，それがあったら，内容の真偽が大きく変わ

るかとか，分かっているのと分かっていないのとどうなのかと言ったら，あまり

結果的には関係していないような気もしないではないですね。人間が何か感情を

持って行動するときに，そこに何があって，臓器がどこにあって，動脈がこれを

切ったら死んでしまうとか判断して刺しているわけではないので，結果論でしか

なかった部分があるので，結果として，こうでしたよという話を聞いたという感
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じでしたね。それを聞いたからと言って，被告人や被害者の関係性とか考え方と

か事情とか，そういうものが動かされるほどの大きいものという感じはしなかっ

たです。ただ，人間の仕組みというものがこうで，現状刺してしまったことによ

ってどういうことが起きてしまったのか，肺にも達していて穴が開くような状態

はあったんですけども，本人がそれを分かってそれを狙って目がけて刺したのか

という，心臓を刺すだったら分かりやすいんですけど，背部だったので，聞いて，

体の仕組みとしての結果だったんだねというのは分かりますけど，何か論点で左

右されるというのとはちょっと違っていましたかね。 

司会者 

  説明自体は理解できたけれども，全体像の中ではさほどのことでもなかったと

いまだにそんな感じなんですかね。 

１番 

  はい。 

司会者 

  裁判員裁判になってから，非常にやはり証人尋問ですとか被告人質問，証人や

被告人からどんな話を聞き出して，それを法廷に出していくのかが非常に重要な

ことになってきたということなんですけれども，証人からの話の出し方が分かり

やすかったか分かりにくかったかと，このあたりについてお話を伺いたいんです

けど，先ほど３番さんが，ちょっと被告人の話が分かりにくかったと，ただ，こ

れももちろん話している方がそもそも覚えていないと言われてしまうと，尋問が

上手かろうが上手くなかろうがそこで終わってしまうという面もあるので，尋問

の上手い，下手だけの問題だけではもちろんないんですけど，ただ，法廷という

特殊な環境で，まず検察官が質問して，弁護人が反対尋問してと，あなた何々で

したかとか何月何日ここにいましたかという独特なやり取りをするというのが法

廷ではありますけれども，証人尋問が分かりやすかったかどうか，あるいはもう

ちょっとこうしてくれた方が分かりやすいんじゃないかとか何かお感じになられ

たことはございますでしょうか。５番さんの事件では，情状の話ではありますが，

お父さんが証人で立たれて，その尋問がやり取りされましたけど，それについて

何か御感想とかありますでしょうか。 

５番 

  お父さんが来てお話しするのは大変だっただろうなと思うのと，お父さんの話

から，被告人がどんな家庭環境で育ってきたのかは知ることができました。 

司会者 

  尋問としてはうまく，弁護人もそういう狙いでお呼びになられて，そこはうま

く引き出せていたということですかね。 

５番 

  とは思います。あとは，先ほどの話に少し戻るかもしれませんが，審理の中で

お部屋の写真を見せていただいたんですね。話に聞くよりも目で見た方が，なん

とこんな中で子育てをしていたのかというような場面だったので，あれでもちょ

っと衝撃を受けました。ですから，あれ以上のものを見せられたとすれば，気持
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ちはどうなっていたのかなというのがありますので，どこまで見せていただくの

かというのはあると思います。 

司会者 

そうですね，私もその審理に立ち会ったので。部屋の写真でしたが，汚れてい

てなかなかちょっとショッキングな写真だったので，分かりやすさも大事ですが，

ちょっとショッキング過ぎるのはやはり不安であると，こういうことになります

かね。 

５番 

  そうですね。その後，子供の様子がどうなったのかというのまで入ってくると

どうだったかなと思います。 

司会者 

  あとは，尋問の関係で，３番さんが，ちょっと被告人の話が分からなかったと

いう話がありましたが，この事件はほかにもグループホームの方とか，お姉さん

とかも証人尋問されたということなんですが，証人尋問とか被告人質問で，もう

ちょっとこうした方が分かりやすいんじゃないかとか何かお話がありましたら，

３番さんいかがでしょうか。 

３番 

  今は特に思い返してないんですけども，被告人の身内の方が証言台に立たれる

とやはり感情移入してしまうなというのはありました。それは印象に残っている

というか，自分の中でなんですけど。 

司会者 

  特に情状証人なんかが，確かにかわいそうな方がいて，身につまされるという

か，そういったところも多分情状立証の一つのメニューとして出てきているのか

なと思っているところですけど。ほかに証人の話あるいは被告人の話で，分かり

やすかった分かりにくかった，あるいはこんなところをもうちょっとこうした方

がいいんじゃないかとかそんなところはございますでしょうか。 

６番 

  私が担当した案件では，証人として被告人のお父さんが来たんですが，息子さ

んがやっていたこの件について，全く知らなかったという証言しかしていないん

ですけど，その話の中で，被告人の姉と母親は知っているようだということを言

っていたんですね。だったら，全く知らないお父さんが出てきてどうすんのかな

という印象は受けました。 

司会者 

  おそらく弁護人のお立場として証人のチョイス，聞き方が難しいところはある

んでしょうが，確かにもうちょっとダイレクトな人がいるんじゃないかと思わせ

る場面というのが確かによくあって，おそらくここはほかで準備されているとこ

ろと思われるとなかなかお話しが合わないところもあるのかなと思うんですけど，

先ほどの３番さんの話にもありましたとおり，一番情状立証として適切な方が来

れば考えさせられるというところもあると，そのあたりも考えて証人のチョイス

というか選択を打ち合わせていかなければならないのかなと思っております。 
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１番 

  一ついいですか。 

司会者 

はい，お願いします。 

１番 

被告人が初日から倒れてしまったというか，話せない状態になってしまって，

休廷になったというところからスタートだったので，あまりそもそもしゃべらな

い方なので，聞きたいことが聞けないなという印象はとても，多分裁判員だけで

なく，裁判官も言葉を選ぶであったり，聞き方もそうですし，難しかった。本人が

体調不良というか，元々弱い方なんだと思うんですけど，事件としては殺人未遂

なんですけど，本人はとても静かな人で，本当に倒れてしまうんじゃないかとい

うような方だったので，実際に今からスタートというときに，即具合が悪くなっ

てしまって休廷になって，聞きたいことも聞かずに，書面で出されているものだ

けを参考にというかたちだったので，その点では難しかったです。 

司会者 

  先ほど証人の声がかすれてとか，なかなかやはりその場勝負でもあり，体調の

問題もありますし，特に被告人はまさに法廷の中心というか，当事者であります

し，体調が悪かったり，黙秘権といってそもそも話さないという選択肢を取るこ

とも可能ということで，その辺はいろいろ弁護人としてもどういうふうに被告人

に話をしてもらい，あるいはしてもらわないかと，難しいところがあるんだろう

なと思っているところであり，なかなかそういったいろんな制約がある中で，皆

さんには法廷で審理を見てもらい，それで裁判をしていただく，こういう仕組み

になっているということでありますが，できるだけいろんな制約がある中で，当

事者としてもできるだけ分かりやすい審理を心掛けていくというところで，皆さ

んにはなかなかそれがまだ達していないというところがあるのかなとお話を聞い

ていて思いましたし，皆さんからいろいろなアドバイスをいただきましたので，

非常にそういったところで分かりやすい審理を考えていくというところで先に進

んでいきたいというふうに思っております。 

 

４．評議，判決についての感想や意見 

 

司会者 

続きまして，２つ目のテーマ，評議・判決についての感想や意見，審議の分か

りやすさと不可分のところがございますが，改めて評議・判決という切り口で感

想や意見を改めて伺いたいなと思います。６番の方からお願いします。 

６番 

評議から判決まで，さっきもお話ししましたけど，裁判官の方がうまく導いて

くれたという印象が非常に強いので，どう判断するかという問題でしたけど，私

の場合は覚せい剤の売買ということで，その先というか，不安なところがありま
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した。 

司会者 

それは，被告人の更生ということでよろしいでしょうか。 

６番 

それもありますね。量刑決めるのに，あまり長すぎても更生に役立つのかとか，

短くても社会的にどうなのかとか，一般の国民として，凶悪な事件があって，判

決決まると，「本当にそんなのでいいのか」というあたり，自分たちの量刑はそ

れでいいのかなと疑問は感じました。 

司会者 

５番の方お願いします。 

５番 

私は補充裁判員ということで来たのですが，どのくらいのところまで自分の意

見をどの程度まで言っていいのかというところで戸惑いましたが，十分に意見を

聞いていただけたなという満足感はありました。量刑を決める際に，なにかより

どころになるものがないと，自分の感情が混ざりすぎてはいけないしどうなのか

なというところで，刑罰の目的ということのお話をきちんと頂きました。行為責

任の範疇と，犯罪の予防というところで，大変腑に落ちましたので，考え方，や

り方はすごくよく説明していただけたと思います。ただ，具体的な数字を出すの

は人の人生を左右する数字ですので，そこはだいぶ悩みました。 

司会者 

４番さんお願いいたします。 

４番 

評議につきましては，裁判長の進行で，誰か一人だけの意見に偏らないように，

均等にお話しを聞いていただけました。私もほかの裁判員の方の意見を聞いて大

変参考になりましたし，こんな考え方もあるのだなあと感心しました。評議につ

きましては，十二分にお時間と意見を頂けたと思います。判決については，全く

無知でしたが，過去の裁判事例等をスライドで系統立てて説明をして頂き，結果，

しかるべき意見に達したと思います。担当事件は示談が成立したと聞いておりま

すし，被害者の方も重い量刑は望んでいないということでしたので，非常に妥当

な判決だったのではないかと思います。 

司会者 

３番さんお願いします。 

３番 

私は補充裁判員という立場だったのですが，途中で解任されることもあるとい

う話があったので，最後まで参加させていただけて大変感謝しています。あれで

途中で「もういいよ」と言われていたら，相当なショックであったと思います。

最終的にみんなで話しあった結果が反映されたと思いますし，みんなが納得でき

るものであったと思います。自分も意見を言えたのではないかと思います。評議

については，すごく粛々と進むものかと思っていたので，裁判官の方も裁判長の

方もとても話しやすい雰囲気を作ってくださっていたので，大変助かりました。 



 - 14 -

司会者 

２番の方お願いします。 

２番 

評議の方なんですけど，なかなか人前で自分の意見を言うという場をもったこ

とがなかったので，不安だったのですが，裁判長，裁判官の方が，非常に話しや

すい雰囲気を作ってくださったので，とにかくみんな均等に，ちょっと言葉に詰

まる人がいたら次の人に回してくださったりして，実際自分の頭の中がごちゃご

ちゃとしてしまったときも，裁判官の方に助け舟を出していただけたので，とて

もよかったです。もっとぎちぎちとした中でやるものかと思っていたのですが，

会社よりも休み時間が多かったですし，休み時間の雑談なども楽しかったので，

すごくいい雰囲気で話し合いを進めることができたと思います。判決については，

一人の人の人生を決めていくことなので，やはり慎重にはなるんだなあというこ

とで，後で本当に良かったのかなと思うこともありましたが，みんなで決めたこ

となので，よかったのだろうなと思えました。 

司会者 

 １番の方お願いします。 

１番 

評議については，この殺人未遂自体が，被告人の犯した罪というよりは，事情

が深すぎて，いろんなことを考えてはいけないのでしょうけど，考えないと審議

にならないというところがあって，みんなとても疲れてました。感情移入をしな

いようにと言われても，感情の入る事情しか全く出されていないものなので，被

告人と被害者の方との関係性，なんでこういうことをしちゃったのかというのを

理解するには，「まあ，みんな，するよね」っていう感情がどうしても入ってし

まう事件だったので，すごくみんな悩んでました。何日か経って，いろんなこと

が解っていくと，疲れ切っちゃって，女性の方なんかは，特に自分に置き換える

内容が多すぎまして，精神的に疲れたと言う方がいました。お休み時間の話もあ

りましたけど，ここまで人の人生考えなくてはいけないのみたいな，私も含め，

すごく疲れました。実際のところ。裁判員の経験はすごくいいんですけれど，内

容が人間の毒の部分の事件だったので，殺意に変わるまでの事情，配慮すべき点

というのがあまりにも重すぎて，この事件の場合，結婚まですると約束までして，

一緒に暮らして，罵られて，身体の事も傷つけられて，刑を与えていいのだろう

かというところまで考えるくらい，被害者が出てきた時の印象というのがどうし

てもそういうところまで含まれてしまうので，被害者なんだけれども，人間の感

情というものが，脳裏によぎるというか，評議は実際やりやすく，裁判官の方々

の話は分かりやすかったですし，話しやすいし，大丈夫なんですけども，内容が

あまりにも人間の，いろんな事情を考えなくちゃいけなくて，疲れる内容だった

なというのがあります。その結果，判決ということになったときに，やっぱりみ

んなすごく悩んでました。本当に判決を下すに値するのかどうかというところ。

どこを見なきゃいけないかというと，人を刺したという行為，人を殺そうとした

ところしかないのか，感情はみんな分かるけれども，それを置いて，量刑をどう
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しなければならないかというところ。本当にこう，脳みそがぐちゃぐちゃになる

感覚でした。その結果が，果たして正しかったかどうかというのも。結果にはす

ごく満足しているのですが，それが本当にそうだったのかというのが，多分，答

えはみんな出てないんじゃないかなというのが印象にあります。今でも，被告人

の方がどのように生活していて，ちゃんと大丈夫なのかというのは今でもすごく

考えます。１年以上の時間が経ちますけれども，被告人の方は被害者の方と一緒

になりたいとおっしゃっていたので，それはまた違うと言いたいですし，まして

や殺人未遂現場の家に戻るのは違うと思いますし，量刑だけでも云々，止まらな

い，判決云々よりも，その後，彼女がどうなったかどうかというのが気になりま

す。 

司会者 

ありがとうございます。刑事事件の中でも刑が重い事件を担当していただき，

そこで重い判断をしていただいておりますが，皆様には非常に真摯に取り組んで

いただきまして本当にありがたいなと思っております。裁判官においても，いい

判決ができるよう，また，検察官及び弁護人におかれても，そのための分かりや

すい審理をするという努力をしていただいているところですけれども，今後も頑

張っていきたいと思います。重い事件ですし，自分の人生を問われる場面もある

ことと思いますが，評議というのは，補充裁判員を入れると１１人，場合によっ

ては１２人というチームでやっていくというところですので，後でつらいと感じ

ましたら，いつでも言っていただければと思います。 

 

５．裁判員を務める上での負担感について 

 

司会者 

続いて，３つ目のテーマとして，裁判員を務める負担感，もちろん今，評議の

上での精神的負担というところもありましたけれど，それに関わらず，それなり

に長い時間審議をして，評議をして，判決を下すというところで，御負担をおか

けしていると思いますが，その負担感について，実情のようなものをおっしゃっ

ていただければと思います。４番さんからどうぞ。 

４番 

裁判に参加しての負担という意味では負担は感じませんでしたが，職場の上司

に相談した時に，それ断れないのかとは言われました。自分の休みを削って参加

していたので，本当にフルで休みの日というのが取れなかったので，その点は負

担ではありました。ただ，丸一日拘束されていたということはないので，早く帰

れた時もあり，心身に負担がかかったということもなかったかなと思います。 

司会者 

５番さんお願いします。 

５番 

私はほぼ１週間だったと思うのですけれども，その１週間の日程についての負
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担というものについては特に感じませんでした。ただ，扱った事件の内容が内容

だったので，その点で負担を感じないではないでした。同じ女性ということもあ

りましたし，自分と重ね合わせることもあったり，夜中に目を覚ましたこともあ

りましたし，ああ，あれはどうだったかなと思うこともありましたし，そういう

意味での負担はあったかもしれませんが，その最中もですけれど，その後の心の

ケアもあるということを伺っていたので，その点は安心して参加することができ

ました。今回の参加に関する周辺の事情としては，家族の理解も得られましたし，

職場も裁判員に積極的に参加させていただく姿勢がありまして，裁判員用の休暇

制度もあったということで，そういった意味で恵まれていたかと思います。 

司会者 

ありがとうございます。続いて６番さんお願いします。 

６番 

負担感については，先ほど皆さんの話を伺って，少し精神的に厳しいかなと思

ったのですが，私の場合は覚せい剤密売ということでしたので，直接人の生命に

関わるものではないのですが，その先ですね，買って使用した人間が，その後，

事件を起こす。よく，覚せい剤を使用して事件を起こすということを耳にします

と，その影響については考えるということがありました。昔，私が裁判を傍聴し

たことがあるのですけれども，深川の通り魔事件というものがありまして，救急

車のサイレンはすごいですし，その後，犯人は覚せい剤使用者という話を聞いて，

その頃から，覚せい剤は危険だなという認識は持っておりました。時間的制約に

ついては，私の場合は時間の自由が効く立場だったので負担感はなかったのです

が，他の社員はそうでもないので，もし，私の会社の社員が裁判員に選ばれると

いうことがあれば協力してやりたいなとは思います。 

１番 

 仕事等はあまり問題なく，家庭に関しても，朝の時間から帰る時間は出勤と大

差ないので，あまり負担は感じませんでした。交通についても同様に感じました。

ただ，遠くの方がいたので，その方はかなり大変だと言っていました。雪が降る

１月だったので，ホテルに泊まったこともあると言っていました。お金はもちろ

んあれなんですけども，そういう意味で負担になっている方もいる現実はありま

した。精神的な負担についても，私もそうなんですけど，もっと感情的に考える

方がいらっしゃったので，「きつい」と言っている方もいました。あまり考えす

ぎないようにしよう，負担になりすぎないようにしようといっても，寝るときに

堂々巡りして眠れなくなるという方もいらっしゃって，次の日，疲れてやってく

るという人もいました。感情移入はしちゃいけないというのは分かるんですけど，

人間なのである程度心の中で葛藤とかを出てしまう方がいるということで，負担

というとマイナスのイメージですけど，私が被害者になったときに，そこまで考

えてくれる方が裁判員だったら，とてもうれしいなと思うことはあります。今で

も。それくらい考えてくれた結果ならって，どこかテレビで見る結果だけではな

く，見えない部分が見えました。もちろん事件には関わってほしくないですし，

家族なども関わってほしくはないですけど，もしそうなってしまった場合は，裁
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判員裁判の方がいいなと思いました。いろんな意見の方が考えてくださった結果

ということで，テレビではそういうことは伝わってこないので，逆に事件に関わ

ってしまうようなことがあれば，裁判員裁判の方がいいなと思うくらいのことは

ありました。最後に言いたいのは，感情的に具合の悪くなってしまった方も，最

後によかったと言ってたんです。それが印象的でした。その方は，仕方なくとい

う感じだったのですが，その方もいい意見を言って，そういう人の意見も尊重さ

れるシーンもすごくあったので，「負担」という言葉で済ませてしまうのはもっ

たいないかなと思います。ただ，すごく真剣にみんなが考えている場であるとい

うのは確かだと思いました。 

司会者 

２番さんお願いします。 

２番 

  家族の協力は得ることができたんですけど，裁判員を決める日までは前もって

仕事が終わっていたので，決まったらすべてに参加できますかと聞かれ，大丈夫

ですと回答しました。裁判員になることが決まって，会社に電話をしたら，仕事

が変更になって仕事ができたと言われました。私の勤めている会社は，社長が１

人と社員が私１人という小規模なため，裁判員裁判が終わってから会社に向かっ

て少し仕事をしてという生活が２週間続きました。この間，子供は実家に預けて

いました。ちょっとどうしても外せない仕事だったのでそうなってしまいました。

身体的には忙しかったですが，精神的には常に考えていることとは違うことを考

えなければならないので，どうしても家に帰ってからも，その日にあったことを

考えてしまいました。心身ともに疲れた２週間でした。 

３番   

私も，心身ともに疲れましたが，２週間の内，土日を除く１０日でしたが，朝

から夕方までびっしりということではなかったので，楽ではありました。 

私は主人と２人暮らしなのですが，夫が協力的でした。 

負担に感じるということから外れるかもしれませんが，候補に挙がっていると

いう郵便が来た段階で，最終的に選ばれたら恨みを買ったらどうしようなどと悪

いことを考えてしまいました。被告人に名前は知られなくても，顔を覚えられて

後をつけられたらどうしようなどと思いました。 

裁判が終わってしまえばそのようなことはありませんでした。ただ，傍聴によ

く来る方には顔を覚えられてしまったかもしれません。 

司会者 

  裁判員裁判は皆様の御献身と周囲の方々の協力に支えられていると常々感じて

おりますし，これまでのお話を聞かせていただいて改めてひしひしと感じました。

また，これまで裁判員の方が報復を受けたという話は一切ありませんし，その点

は御安心していただければと思います。 

  皆様には大変な中，御協力いただき，また，天候や季節，地理的な関係により

多大な御負担をかけていると思いますが，裁判所としてはできるだけ負担を圧縮

できるよう，今後，改善できるところは改善していきたいと思っています。 
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６．これから裁判員になられる方へのメッセージ 

 

司会者 

  それでは，本日の意見交換会を締めくくるに当たり，皆様からお一人ずつこれ

から裁判員となられる方へのメッセージをお伝えいただければと思います。 

１番 

  不安もあるでしょうが，是非やってほしいと思います。自分もやってよかった

と思ったので今日の意見交換会に来ました。難しいけれどもできないことではあ

りません。人生では自分の立場がいつ変わってしまうのか分かりませんので，そ

のようなことも考えて，是非参加することに意味を持ってやってもらいたいと思

います。 

２番 

  私も裁判員を経験してみて，有意義であったと思うので本日も来ました。始め

る前は不安で，登録されたというだけで悪いことをしたんじゃないかという思い

までしました。しかし，やってみることが大切だと思いました。一度やってみれ

ば負担になるようなことはありませんでした。すべての人たちが協力してくれる

ので，怖がらずに参加しても大丈夫だと思います。 

３番 

  最初は不安でしたし，発言ができるのか心配でしたが，終わってしまえば何と

かできたのかなという思いと選ばれてよかったと思っています。裁判員はやりた

くてもできない方もいる中で，自分が参加するチャンスが来たと思えば少しは楽

に望めるのではないかと思います。貴重な経験ができるので，不安はあるでしょ

うがやってほしいと思います。 

４番 

  自分にできるのだろうかという不安，面倒なことに巻き込まれたくないとかマ

イナスのイメージがあると思いますが，やってみれば，きっと貴重な経験ができ

るのでやってみてほしいと思います。 

  ただ，職場や会社の協力が得られてないと，自分がやりたいと思ってもできな

いという現実もある気がします。そこが大きな課題だと思います。 

５番 

  いろいろな考えをお持ちの方もいらっしゃると思いますが，次の方へ残すメッ

セージとしては，時間があれば是非経験してほしいと思います。そのように思う

のは，自分の中に変化があったと思えることと，視野が広がったと思えることで

す。何よりも初めての経験でしたが，分かりやすく説明してもらえるので，その

点は不安に思うことはないと自信を持って勧められる点です。 

６番 

  裁判員になる時期について希望を言うことができ，私も考慮してもらえたので，

いい経験になったと思います。国民の一人として参加してほしいと思いますし，
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自分の会社の社員が裁判員になるようなことがあれば協力したいと思います。 

司会者 

  これから裁判員になられる方への心強いメッセージありがとうございました。 

 

７．法曹関係者からの感想 

 

司会者 

最後に，法曹関係者の皆様に裁判員経験者の方々のお話をお聞きして，どのよ

うな御感想をお持ちになったか伺って意見交換の部を終了したいと思います。 

相原検察官 

  本日はありがとうございました。審理の分かりやすさについて大変貴重な意見

をいただきました。また，裁判員と補充裁判員の方々が真摯に裁判に取り組んで

いただいていることを強く感じることができました。検察官は，事案の真相を明

らかにして，適正妥当な判決をしてもらう必要があります。そのため，裁判員の

方には分かりやすい主張立証をしなければならないと考えております。本日のお

話を聞きまして，より一層その考えが強くなりました。 

堀井弁護士 

  弁護人に対しては，声が小さい，話し方が早いなどの意見をいただきまして，

刑事事件は基本的に口頭で審理が進んでいくことから真摯に受け止めなければ

ならないと思っています。一方，声の大きさなどが裁判の分かりやすさに直接影

響するのか分かりませんが，もし影響するのであれば，裁判所の設備などを改善

していただく必要もあるかと思います。一方，弁護人に対し，審理の分かりやす

さという点からは尋問が分かりづらいとか冒頭陳述や弁論が分かりづらいなど

という厳しい意見がなかったことから肯定的に受け止めさせていただきました。

今後も分かりやすい弁護活動を続けていきたいと思います。 

  私の担当した事件については，被告人も納得して裁判を終えていると思います

し，それは適式なプロセスを経たことによるものだと思いますので，真剣に裁判

に取り組んでいただきありがとうございました。 

江口裁判官 

  本日は貴重な御意見ありがとうございました。本日，改めて皆様のお話をお聞

きし，皆様と合議体を組んで一緒に裁判ができたことが本当に素晴らしいことだ

ったと感じました。特に評議でいろいろ話をいただきましたので，我々も皆様の

気持ちや御意見をしっかりと受け止められるよう精進していきたいと気持ちを

新たにしました。 

司会者 

  長時間にわたりお疲れ様でした。皆様に積極的に発言していただき，有意義な

意見交換になりました。ありがとうございました。 

 

８．報道機関からの質問 
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総務課長 

それでは，ここからは，記者の方から質問をしていただきます。 

読売新聞社記者 

  裁判員を経験し，日常生活で行動が変わったということはありますでしょうか。

先ほど５番の方は支援の制度を調べたなどとお話になっていましたが，例えば，

裁判員のニュースを見て考え方が変わったなどということはありますか。 

１番 

  自分の中では多少はあると思いますが，特に何かを調べてということはありま

せん。簡単な話ですが，裁判のニュースがあると，どんな事件かなどと聞き耳を

立てるような感じにはなりました。裁判員になってしまったというより，なるこ

とが当然だという生活に変わったと思います。会社でも，率先して言うわけでは

ないですが，何かのタイミングで裁判員を経験したことを話すと周囲の人たちは

驚くのですが，大丈夫だよ，こんな感じだよ，と広告塔のような話ができるよう

になりました。 

２番 

  私個人としてはいくらか考え方が変わったと思います。評議などを経験して，

１つのことに対してたくさんの人の話をよく聞くということを経験して，子育て

の仕方が少し変わったかなと思います。いろいろな方向から見ないといけないと

思うようになりました。 

３番 

  ニュースや新聞は前から見ていたのですが，経験してからは食い入るように見

るようになりました。裁判員裁判という言葉が聞こえると，え，という感じにな

ります。 

４番 

  裁判が終わってから，裁判を通して大事だと思ったことはコミュニケーション

だと思いました。世の中にはいろいろな事件や事故がありますが，コミュニケー

ション不足に起因するものが多いと思います。人と話をするときに，表面上の言

葉だけではなく，相手の思いや気持ちを少し考えながら話をするようになってき

ました。家族でニュースを見る機会がありますが，以前より，事件に対する話が

増えたと思います。 

５番 

  支援の制度を自分で調べてみましたが，これまでそのようなことを調べたこと

はありませんでした。パンフレットがどこにあるのかなどの視点で歩いてみたら，

市役所などにあるのかと思っていたのですが，病院に置いてあることが多いこと

が分かりました。このようなことを知っていれば，何か困っている人がいたとき

に，どこで情報が得られるよという話ができると思いました。また，会社では若

い人がたくさんいるので，裁判員について興味を持って聞いてくる人がたくさん

いました。その人たちには私の経験を話すことができました。 

６番 



 - 21 -

  特に変化はありませんでした。ただ，テレビで裁判のニュースを見る際，タレ

ントを見るように担当の裁判長を見ることがありました。 

読売新聞社記者 

  裁判員をした経験を周囲の方に話しましたでしょうか。その際，どのような反

応をされましたでしょうか。 

６番 

  裁判員裁判が終わった後，姉と話をしたところ，姉もやったことがあると言っ

ていました。しかも，扱った事件が私と同じ覚せい剤だったと聞いて驚きました。 

５番 

  周囲の人はとても興味があると思いました。事件の内容を話してはいけないこ

とは分かっていたので，時間や雰囲気について話をしました。たくさんの人たち

が話を聞きたいと来たので驚きました。 

４番 

  守秘義務があるということは知っていたので根掘り葉掘りは聞かれませんでし

た。 

３番 

  実家の家族と主人の家族には話しました。そういうのって選ばれるんだねと言

われました。裁判員をしているときは，主人に裁判長と呼ばれていました。 

２番 

  裁判員裁判が終わった後，帰り道で知人に会った際，裁判員をしていることを

伝えると，怖い写真を見せられるのではないかなどと聞かれ，周囲の人は興味が

あることが分かりました。 

１番 

  自分から裁判員になったという話はしていません。会社には言わなければいけ

ないので話をしました。話をすると「すごいね。何をしたの。」と聞かれました。

子供には教育的観点から話をしましたが，事件について話をするというよりは，

裁判官，検察官や弁護士の仕事について話をしました。大変な仕事だけれども人

の人生に大きく関わる仕事だと伝えました。 

朝日新聞社記者 

  被告人質問や証人尋問のときに，自分がこうかなと思っていたことが揺らいだ

ようなことはありましたか。先ほど１番さんが，感情を抜いて考えないといけな

い部分もあるけど，なかなか難しいと話していましたが，私も法廷取材をしてい

ると同様に感じることがありました。例えば，１０回刺してひどいよね，と思っ

たけど，裏にある話を聞いてみると違ったりとか，逆に周りの人がこれから面倒

を見るからと言っていても，態度が悪かったり，反省していなかったりしたこと

もありました。 

１番 

  白が黒になったり，黒が白になることはありませんでした。人の顔を見た時に

「分かるな」という感じがありました。担当した事件では，人間性を考えなけれ

ばならない事件でした。ＤＶはなかったのですが，言葉の暴力があり，負ってる
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ものが大きすぎ，判決の量刑に感情は入れないようにして考えました。でも，人

間なので感情を抜きに考えることはできませんし，裁判官から感情を抜くように

言われたわけではないので，評議では感情をぶつけて議論ができたと思います。

ただ，判決は感情をぶつけたものにはなっていません。被告人は，被告人ではあ

りましたが，被害者でもあったと思うような人物だったので，被害者にも被告人

を犯罪に走らせた原因があったと思いました。被告人が被害者になるなどどちら

にも転ぶ事件だと思いました。なぜ１０回刺したのか，刃物を持ったのか，口で

言えなかったのか，など別の頭で考え，被告人の顔などを抜きに考えました。一

週間の内，色々な方向から色々な考え方で決めることができました。そのため，

今も被告人が更生しているかというより幸せになっているかを考えます。被告人

からしたら結婚詐欺にあっているようなものだったので，被告人と被害者という

目線で見るのは難しかったです。判決の結果に影響を与えるようなことはなかっ

たのですが，表情を見て納得できる部分はありました。 

２番 

  私の担当した事件では，被告人の姉が出頭して証言したのですが，同人の話を

聞くと被告人は病気で大変なんだと思ったのですが，グループホームの人の話を

聞いたら一日の生活の流れのことで言っているのかなと，その人その人の証言か

ら，自分の考えが，やっぱり病気，もっと違うことが原因なのかと考えたり，あ

っちいったり，こっちいったりと考えが変わったというのはありました。ただ，

今回出た結果については，自分の中では納得しています。 

３番 

  私の担当した事件は２番さんと同じなのですが，被告人の姉が証言したことや

被告人の病気について，病気はなりたくてなったわけではないので感情移入して

しまいました。 

４番 

  私の担当した事件については，ニュースで見ていたので事前に内容を知ってい

ました。報道されている内容だけですと，被告人に対しては悪い印象しかなかっ

たのですが，裁判が始まり，被告人の顔や様子を見ているととてもそんなことが

できる人物には見えませんでした。本件では殺意が争点だったので，その点だけ

を考えていたのですが，被告人の行動，事実を冷静に見ることができ，気持ちが

固まっていったと思います。途中，思い悩む部分がありましたが，最後には，し

っかり整理ができていたと思います。 

５番 

  起こした事件の内容を聞いた時と，証人尋問や被告人質問を聞いた後では感情

が揺さぶられ，考え方が変わったとは思います。ただ，裁判員はそれぞれ揺さぶ

られていると思うので，最後に量刑を決めるとき，どこに立ち戻るのかというこ

とで，私は，刑罰の目的や行為責任の考え方，やったことがどうだった，犯罪の

予防にどう我々が出した結論が結びつくのかということを大事に考えました。 

６番 

  私の担当した事件には被害者が裁判に出てきたわけではないのですが，私は被
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告人が自分が犯した罪の重さを理解しているのか疑問に思い，罪を理解していな

い者にどれくらいの量刑が妥当なのか悩みました。証人に被告人の父親が出てき

ましたが，なぜ，父親をこのようなところに出させるのかと思いました。人なの

で感情で動いてしまいますが，裁判ではできるだけ感情で動かされないよう評議

を経て判決に至ったと思います。 

総務課長 

それでは，本日の裁判員経験者の意見交換会は，これで終了とさせていただき

ます。参加者の皆様には御協力いただき誠にありがとうございました。お疲れ様

でした。 

                                 以 上 

 

 


